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つ後関車検修率 検査

および修繕丙数の酉E置両数

に対する割合で，後関車の

使用状況および形式により

多少の相違はあるが，蒸気

H韓関JI1は 6 - 7 % ， 電気綴|弘l

I判18 % 前後である。(藤悶
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以上のよう にして査定された掌引定数は上表の ような機関車

牽引定数表 (単に牽引定数表 と E名称している)に記載して関係

者に知らされる。

列車は原 filJ と して所定3$:i7 1定数を超過して牽引することはで

きない(ただし換算 1 雨未満の端数は切捨ててもよいことにな

っている)が，機関車状態， 使用炭質，運転時分， 線路状態な

どを考1.\\.1:して少数の超過を認めることがある。この ときの後Jl

両数を所定牽引定数に対して特認定数と称している。

また>\'2引定数は走行抵抗と~官接な |誕i係があるが，走行抵抗は

夏に小さく冬において大きいので， 夏の牽引定数を冬よりも大

き く することができる。平常にくらべ冬だけ小さくした牽引定

数を冬期定数， 夏だけ大きくした葦引定数を夏期定数と称して

L 、る。

なお荷重曲線に見るように牽引定数は線路の勾配に支配され

る。したがってある組成駅間の牽引定数を定める場合，各駅間

の勾目岐に応じてを引定数を定めるときは4型四塊主主の
となる...A't蜘こ停車して解結してゆく 貨物列車であれば，この

よう に各駅閲兵なる牽引定数とすることもあるが， 旅客列車や

通過をたてまえとする輸送力貨物列車の場合は，両組成駅間の

査定勾配によ っ て牽引定数を定め，緩勾~a区間は高速度で五I!転

するようにしでいる。 この場合査定勾配に祁Hl量を使用するこ と

もある。このように両組成駅1M']通しの奪引定数を通し定数と略

称している。

列車は牽引定数の範凶|村で総成されなければならないが， 述

結車数があま り 少ないと不経済である。したが っ て貨物列車な

どではできるだけ悲引効率 (列車を組成する客貨車の決算両数

と 牽事 |定数との割合)を高めて輸送の経済を図らなければなら

ない。 (西谷畷)

きかんしゃけんさがかり 機関車検査掛 主として機関区に

おかれる職で，験関l亙長の指針iをうけて，蒸気後|潟事および電

気軽量|刻Jf1の検修(fJ:i!I'!検査，主I!転検査，交番検査，無火検査，

丙修繕等)， 注 ilÌlお よび術水処辺!を行う 。 また検修に関する技術

業務ならびに指定された者は織関車掛の指導をも行う。

後|主1 111の検査には， 機関車を運転した経歴のある人の知識経

験を必裂とする聞があ り ，また他国修絡と直結する聞があるの

で ， この戦への係問は巡伝臥If系の軽量関士 ・ 電気~I刻士からと ， 修

繕関係の技工長 ・技工からの 2 つのノレートがある 。 (加藤誠次郎)
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きかんし e こ 担韓関車庫

(英) engine shed 後関車が

所定の仕業を終りつぎの仕

業を始めるまでの附これを

収容し，また検査修繕等の

-('1'殺を行 うために韓基|羽車を

収量子する IliJili'。樋~tを大別

すれば，

l 外 形上 (1同11の平

(1) 扇形車庫 (円形に近いものも含む) 怒気機関111は必ず;1民

向を必要とするので中心に転車台を設け， これより放射線状に

9 皮の角度で しあみだ線1 を設け ， 1 線に l 両ずつ収容し得る

ようにした も ので ， ちょ うど 悶のかなめが松平台， IJfh 、た紙の

部分が車!ぷに当る。矩(く)形車/lltにくらべて揺苦闘区総体の用地

が経済的であり ，かつ将来事郎拡張にも{貞利なため多数の機関

車を収容するような繊|潟区に多くよ11いられている。欠点として

は中央の転車台を必ず通過して入社1同上するため転車台の故障 ・

定期検査時には重大な支障をきたすこ とになる。

(2) 矩形車庫 電気持費関車は蒸気機関]11のように '1忌 I '~J する必

要がないため，電化区間の1fi同iは矩jjj )ijiを月 J ， 、る。また蒸気区

間]でも小規敏の車庫と く に後関車駐泊所 (機関車の配属をせず

骨15泊のみを行わせる場所)のような，折返し点の収容と仕業検

査のみを行う とこ ろは経費 ・ 構造的にも簡易なためほとん ど矩

形)ijiを用いている。矩形庫の配線は行止り式は l 線 2 丙，丙抜

式においては 4 両 くらいの収容としている 。

つぎに事lijïを椛造上から見ると現行においては矩Jr~ ， 扇形郎

共木造，鉄筋コンクリ ート造，鉄骨造等各極あるが， 木造は蒸

気機関車n11においては蒸気による市l瓶・ 多湿の影響上関しょく

が速く不適当で，近l時は仮設のものまたは小規模のもの以外に

はほとんど利用せず， 矩形障は鉄骨スレート葺(ふき J ，扇形n1î

は鉄筋コンクリート 造または鉄骨壁プ ロック，屋根， 鉄筋コン

クリ ー トスラプ造が多く 使用 されている。

2 使用上の分野l

その使用目的によ り 1lï廊はつぎの 6 つに分類される。

( 1) 丙修浴車庫 丙修繕と称し一定の走行キロ(機関]1'形式

別により蒸気 30，000 ' -50,000 km，電気 20，000-60，000km また

は前回から 12 箇月以内)を絞過した機関車に対し ， 解体して

各部の検査 ・ 修絡を行 う車問1で ， /ilï内には修絡線を設け， Ilï休

の解体に必要な天井(てんじよう) !1レー ン ， ビームジャ ッキ

(電気用にはリフティ γ グジャッキ) 等， また修繕用各僚機械

を設備した職場を付属させている 。

(2) 区修継車庫 交寄検査その他の検査等により発見された

小修繕， および臨時に車輪 . ]11i14hその他を修絡する所で ， 1彦総

坑を持った修繕線を設け車輪引抜き月!にドロップピット ， 車輪

m込線等を設け，話器械綜具等は丙修繕を行う所では合mして共

用する。
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